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 被災初期に 最初の救援物資が届くということは 被災者が安心感を持つと

いうことでは 大変重要であると考える。新聞報道をロジスティクス技術の観

点から読むと 被災初期に 速やかに届けるべき 食糧等の取扱いにおいて 

効果的なロジスティクスの遂行に基本的なことが欠けていると思われる。災害

時ロジスティクスは 被災地外の日常のロジスティクス（地外ロジスティクス）

と 日常のロジスティクスが適用できない被災地内ロジスティクス（地内ロジ

スティクス）の ２つの異なるロジスティクスの組み合わせである。地外ロジ

スティクスでは 機械を効率的に使用するための条件を ハード・ソフト面か

ら考える。地内ロジスティクスでは ラストワンマイルの確保について考える。 
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